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さ
わ
や
か
環
境
条
例
は
、
平

　
　

成
７
年
に
条
例
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
現
在
の
猫
や
ハ
ト
の

餌
付
け
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
当

時
顕
在
化
し
て
い
な
い
事
例
で
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
さ
わ
や
か
環
境
条
例
の
改
正

作
業
に
着
手
す
る
時
期
が
来
た
と

考
え
る
が
、
改
正
す
る
意
思
が
あ

る
か
伺
う
。

◆
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定

書
」
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の

採
択
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め

る
意
見
書

　

昨
年
４
月
、
オ
バ
マ
大
統
領

の
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
向

け
た
演
説
以
降
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
世
界
的
な
流
れ
は
加
速
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政

府
に
お
い
て
は
、
広
島
、
長
崎
両

市
と
、
本
市
を
含
め
た
世
界
の

３
千
680
都
市
が
加
盟
す
る
平
和
市

長
会
議
で
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
た
め
の
具

体
的
な
道
筋
を
示
し
た
「
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
２
０
１
０
年
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
に
お
い
て
同
議
定

書
を
議
題
と
し
て
提
出
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
採
択
に
向
け
、
核
保

有
国
を
始
め
と
す
る
各
国
政
府
に

働
き
か
け
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

【
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務

大
臣
・
外
務
大
臣
】

◆
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基

盤
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
10
年
を
迎
え
た
が
、
介
護

現
場
で
は
深
刻
な
問
題
が
山
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
２
年

に
行
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
改
正

で
は
、
抜
本
的
な
制
度
設
計
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
政
府
に

お
い
て
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

早
急
な
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

１　

早
期
に
介
護
施
設
の
待
機
者

解
消
を
目
指
す
。

２　

在
宅
介
護
支
援
強
化
の
た

め
、
24
時
間
365
日
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
、レ
ス
パ
イ
ト（
休

息
）
事
業
を
大
幅
に
拡
充
す

る
。

３　

手
続
き
を
簡
素
化
、
要
介
護

認
定
審
査
を
簡
略
化
す
る
。

４　

介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
し
、

財
源
は
国
庫
負
担
と
す
る
。

５　

公
費
負
担
割
合
を
５
割
か

ら
当
面
６
割
に
引
き
上
げ
、

２
０
２
５
年
に
は
介
護
保
険

の
３
分
の
２
を
公
費
負
担
で

ま
か
な
う
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
厚

生
労
働
大
臣
】

◆
子
ど
も
手
当
の
全
額
国
庫
負
担

を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
、
子
ど
も
手
当
の
財
源

に
つ
い
て
、
当
初
全
額
国
庫
負
担

と
明
言
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
10
年
度
限
り
の
暫
定
措
置

と
は
い
え
、
一
方
的
に
地
方
に
も

負
担
を
求
め
る
結
論
を
出
し
た
。

よ
っ
て
、
11
年
度
以
降
の
子
ど
も

手
当
の
本
格
的
な
制
度
設
計
に
お

い
て
は
、
当
初
明
言
し
て
い
た
通

り
全
額
国
庫
負
担
と
し
、
ま
た
、

扶
養
控
除
廃
止
な
ど
の
増
税
な
し

で
、
新
し
い
制
度
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
厚

生
労
働
大
臣
・
総
務
大
臣
】

◆
日
米
間
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自

由
貿
易
協
定
）
に
関
す
る
意
見
書

　

わ
が
国
の
農
業
を
守
る
た
め
に

は
、
41
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
食

料
自
給
率
を
当
面
50
％
台
に
引
き

上
げ
る
多
面
的
、
効
果
的
な
施
策

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
時
に
、
日
米

間
に
お
い
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締
結
さ
れ

れ
ば
農
産
物
の
関
税
を
撤
廃
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
食
料
自
給
率

の
向
上
ど
こ
ろ
か
、
わ
が
国
の
農

業
、
と
り
わ
け
米
の
生
産
に
壊
滅

的
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で

あ
る
。
よ
っ
て
本
市
議
会
は
日
米

間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
行
わ
な
い
よ

う
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
農

林
水
産
大
臣
・
外
務
大
臣
・
衆
議

院
議
長
・
参
議
院
議
長
】

　
　

本
条
例
は
施
行
後
15
年
が

　
　

経
過
し
、
こ
の
間
の
社
会
情

勢
の
変
化
に
伴
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
、
住
民
の
生
活
環
境
や
、
そ
れ

に
対
す
る
考
え
方
も
少
し
ず
つ
変

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

条
例
内
容
の
精
査
を
行
い
、
現
実

に
即
し
た
環
境
条
例
と
し
て
改
正

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
年
度
の
猫
の
餌
付
け
に
関

　
　

す
る
苦
情
に
つ
い
て
は
、
全

て
職
員
が
直
接
現
場
に
出
向
い
た

結
果
、
そ
れ
以
降
苦
情
等
は
入
っ

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後

も
、
猫
の
飼
い
方
に
対
し
て
広
報

紙
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
幸
せ

な
猫
の
飼
い
方
・
育
て
方
と
い
っ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
ま

い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

消
防
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
継
続
課
題
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

竹内　裕　議員

さ
わ
や
か
環
境
条
例
の
改
正
と

継
続
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て

質
問

市
民
生

活
部
長

副
市
長

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

Tsuchiura City Assembly

一般質問は市政全般について、市長など
執行部の考え、方針などを質問すること
です。各議員の一般質問の中から一つ取
りあげて要旨を掲載いたします。


